
％ ％ ％

防災資機材整備事業

人

人

セッ
ト

％ ％

事業に係る
活動の目標
及び実績

％

％

100.0 ％

達成率

目標

％

％
600

実績

100.0 ％達成率

備蓄トイレの購入台数（車い
す対応型）

台
目標 86 70 　
実績 86 70

単位 ２０年度

目標
実績

達成率
件

指標名

新規協定の締結件数
1 1 1
16 9

２２年度２１年度

備蓄食糧（乾燥米飯・おか
ゆ）の購入数

食
目標 7,000 14,000

7,000 14,000
達成率

1,600.0 ％ 900.0 ％

19,044
直
接
事
業
費

94.6

概
算
人
件
費

69,197

２０年度（決算） ２１年度（決算）

財
源
内
訳

％ 100.0 ％100.0
実績

88,241 94.8

３　コスト・財源

625

6,835

事
業
に
係
る
コ
ス
ト

市民参加と
協働の活用 なし

その他（千円）

一般財源（千円）

常勤職員数

常勤職員人件費（千円）…①

0.75 人

15,991

22,336

38,327

32,182

11,676

13,671

25,347

0.69

施策の方向

目的

市内小・中学校等の避難所及び協定を締結している民間施設の防災倉庫に、災害時に必要な防災資機
材、食糧及び生活必需物資等の整備を図る。

根拠法令、国の方
針・計画等

担 当 部 課 市民安全部防災対策課

事業を取り巻く環境
（事業に関する市民
等のニーズ、国・県
等の動向、社会環
境等）

国内外の大地震や集中豪雨等の災害の発生により、市民の防災に対する関心はより強くなり、
緊急時における迅速かつ正確な情報提供や備蓄対策の充実が求められている。

災害対策基本法

事務事業名（業務棚卸評価）

責任者(課長)

2 防災資機材整備事業費細々目

矢島啓志

予
算
費
目

1

2

1

細目

平成２１年度決算事業評価シート

清潔で安全を守るまちづくり

防災・消防

防災対策費

防災対策事業費小節

茅ヶ崎市防災備蓄資機材整備計画に基づき、災害時における食料や資
機材等を整備する。

事
業
目
的

対象

会計

款

内線 3289

項

15

20

事
業
内
容

１　基礎情報

２　事業概要

いたわりと生きがいのある健康で安全なまち

事業名（実施計画）

章

節

総務管理費

目
政策名

施策名
防災対策の充実

防災資機材整備事業

事業コード

一般会計

総務費

住民

1-03-04-203

国県支出金（千円）

地方債（千円）

Ａ　事業費（千円）：（予算に対する執行率）

3,060

２２年度（予算）

非常勤・臨時職員数

非常勤・臨時職員人件費（千円）…②

6,750

150

6,900

45,227

Ｂ　人件費（千円）…①＋②

6,210
再任用0.04人
非常勤0.05人

再任用0.15人
非常勤0.25人

0.34 人

備蓄簡易トイレの購入セット
（汚物処理袋及び処理剤
セット）

3,060
総コスト（千円）…Ａ＋Ｂ

人
件
費

91,301

4　目標・実績

22,000



６　評価

活動状況（課
題も含む）

評価内容

評価

Ａ

備蓄食糧（乾燥米飯）を１４，０００食購入、備蓄トイレを７０台購入し、新規協定９件を締
結した。
神奈川県防災戦略における減災目標との整合性を図る必要がある。

備蓄品及び資機材については目標値に到達し、協定等については大幅に目標値を上
回り事務事業を推進した。事業の方向性については「現状維持」である。

効率性
（より効率的な改善が可能か）

積極的に民間事業所と協定を締結してい
く。

①改善が可能である

②改善の余地がある

③改善の余地が少ない

④改善の余地はない

継続性
（引き続き実施する必要があ
るか）

神奈川県の被害想定に基づき、災害時に
必要な食料や資機材等を整備するため。

①継続性が高い

②どちらかといえば継続性がある

③継続性が低い

④継続性はない

妥当性
（市が行わなければならない
か）

市民の生命、財産を守り、安全・安心の推
進を図るため。

①市が行わないといけない

②どちらかといえば市が実施

③市が行う必然性が低い

④市が行う必然性はない

理由

必要性
（市民ニーズ）

あらゆる災害や危機に効果的に対応する
ため。

５　項目別分析
項目 分析結果

□

□

■

□

□

①必要性が高い

②どちらかといえば必要性がある

③必要性が低い

④必要性はない

□

■

□

□

□

□

□

□

■

■

□


